
自然観察指導員は
さまざまな場で活躍しています。
各地の自然観察指導員は、独自の自然観察会活動に取り組まれるだけでなく、
地域の生物多様性保全を担うボランティアリーダーならではの魅力と個性を生かして、
さまざまな場で活躍されています。
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自然観察指導員講習会への
おさそい

自然を 守る力 になろう
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あなたも自然を守る仲間になりませんか  会員募集中！

http://www.nacsj.or.jp
▶詳細はホームページへ

ビジターセンターや博物館で
自然解説をする

学校の野外実習指導を
受け持つ

観察会講師の
依頼を受ける

環境モニタリングの
調査員になる

フィールドの
管理・復元作業を手伝う

企業のCSR活動に
参加する

観光客に周辺の自然を
案内する

保護地域の監視員を
引き受ける

地域の環境施策を考える
委員会に参画する



●指導員養成講習会の日程例

参加者の声

【野外実習②】
【野外実習③】
【室内講義②】

「地域の自然を理解しよう」
「自然観察のテーマさがし」
「自然の観察」

自然観察指導員は、地域の生物多様性保全と持続的な地域づくりに取り
組むボランティアリーダーです。
豊かな自然を次の世代に渡していくために、自然の観察をとおして、まわり
の人に自然のしくみや人と自然とのかかわりを伝え、自然を大切にする仲間
づくりをしていきます。
日本自然保護協会では、どの町にもそういう人を作りたいと、1978年から
「NACS-J自然観察指導員」の養成に取り組み、400回を超える講習会を

各地で開催してきました。これまでに
24,000人を超える指導員が誕生し、
全国にネットワークを広げています。
あなたが自然観察指導員になることで、
地域に自然を大切にする人が増え、
あなたの周りの人も自然も、あなたの心
もくらしも豊かになっていきます。ボラン
ティアというライフワークとして、あなた
らしいスタイルで自然保護の輪を広げ
てみませんか。

NACS-J自然観察指導員とは

講習会では、3日間の野外実習と室内講義をとおして、自然の見方や自然
保護の考え方、自然観察の手法を体系的に学びます。生き物や自然に
関する専門的な知識は必要ありません。
日常にある話題や実際のできごとをいく
つも交えながら、自然保護や自然観察の
考え方を整理し、自然の見方を体験しま
す。そして、自然保護に向けて社会の
発想やセンスを変えていくために、ささ
やかなことでもよいので何ができるかを
考えます。

指導員養成講習会とは

  自然保護の最新情報を
  お届けします。
会員になると、自然保護や環境教育に関する
最新情報が満載の会報『自然保護』を年
6回お届けします。指導員と会員は、1年ごと
に継続のご登録をしていただいています。

  指導員向けメールマガジンが
  配信されます。
指導員の皆さんには、メールマガジン「しどうい
ん徒然草」を月2回ほど配信しています。指導
員からのおたより、研修会・学習会などの開
催
案内、各地の現状などの情報提供のお願い
など、タイムリーな情報をお伝えします。

  災害保障保険に
  加入できます。
研修会・勉強会、自然保護を目的とした調査
などで、ご自身がけがをされたり、参加者または
財物に損害を及ぼし、法律上の損害賠償責
任を負った場合に適用される「NACS-J自然
観察指導員災害保障保険制度」にご加入い
ただけます。保険料は、指導員登録料に含ま
れています。

  フォローアップ研修会で
  さらに学ぶことができます。
自然観察会指導員の活動の幅を広げていた
だくため、講習会では十分時間をとることがで
きないテーマについて、専門の講師から学ぶ
ことができる研修会を受講できます。　

例： 生物多様性を実感する手法を学ぶ、
 自然観察会におけるリスクマネージメント
 など。

  指導員連絡会で
  ネットワークが広がります。
地域で活動する指導員をつなげるゆるやかな
ネットワークとして、各地に任意の連絡組織が
つくられています（一部NPO法人化）。自然
観察会、研修会、情報交流、活動支援、講師
派遣などの依頼窓口、会報の発行、webサイト
の運営など、地域に沿ったさまざまな活動に
取り組まれています。

講習会の全日程を修了し指導員にご登録い
ただくと、腕章とお名前を印字した登録証・
ネームプレートが発行されます。指導員の登録
にあたっては、NACS-Jの会員にご入会いた
だいています。

自然観察指導員への
バックアップも充実して
います。

受付・開講式
【野外実習①】
【室内講義①】

「森を通して自然のしくみをみにいこう」
「自然保護を考えよう」

1日目

2日目

3日目 【指導実習】
閉講式・解散

「実際に自然観察会をしてみよう」

生き物の説明をしていくことが観察会だと思っていましたが、自然全体を大きく見ることを知りました。
今までの感覚とはまったく違い、眼からウロコがはげ落ちる思いでした。

特別な場所ではなく、いつもの場所がとても大切なことに気づきました。
家に帰ったら、早速近所を歩きたいです。

気づきの大切さ、知識よりも体験が重要であると感じました。
そして、それが保護のスタートになる事を人に伝えていこうと思いました。

多くの人と知り合え、自分のスキルにあった自然との接し方を学ぶことができました。
毎日の散歩、通勤時の車内、休日の過ごし方に大きく影響しそうです。

ＣＳＲ活動、指定管理者制度の運営、住民説明、
コーチングなどに活かせるヒントがいろいろありました。


